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年頭のご挨拶

｀ 
部会長

ク リ ー ニン グ 技 術部 会

村瀬健

新年明けましておめでとうございます。
会員の皆様には、 ご家族お揃いで良い年をお迎えのことと心よりお炭び申し

上げます。
また、 常任幹事をはじめ 、 組合幹事、 組合員 、 関係会社諸団体の方々の暖か

いご支援とご協力を賜り、 つつかなく新年を迎えることができましたことに厚
く御礼申し上げます。

昨年 は、 株価の暴落 、 金融機関の破綻など 、 社会生活に不安をもたらす事件
が次々に起きた年でありました。 また、 地球温暖化防止に向けての国際会議が
京都で開催されるなど 、 環境保全対策を地球規模で考え実践する時期が到来し
た感のある年でありました。

こうした厳しい社会情勢の中にあっても確かな技術を持つ我々は、 顧客との
信頼関係により将来へ仕事を継げて更に繁栄させていくことが可能であります。
そして実践的技術には、 「知識」と「応用実践力」の二つの面が要求されます。

技術部会では 、 皆様の繁栄•発展のために会誌「技術情報」 の更なる内容の
充実に努め 、 各プロックにおける技術交流会を通じて会員の皆様に常に新しい
情報を提供できるよう心掛け、 お役に立てるよう努めて参る所存です。

本年も技術向上のため 、 一人でも多くの組合員各位にこの 「技術情報」を購
読いただくよう、 皆様にも倍旧のご支援を賜りますようお願い申し上げ、 新年
のご挨拶とさせていただきます。
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年頭の二挨拶

＾ I 令令令令令令令令令令令令令令令やや令令や令令令や令令令令令令令や令I 新年明けましておめて
、
とうございます

クリーニング技術部会
令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令

■部 会 長 村瀬 健一

■副部会長 山元 健司・粂 和男
I 

l 

北海道プロ ック常任幹事 山元 儘司 東北プロ ック常任幹 事 佐久間勝也
l 

関東甲信越プロック常任幹事 渡辺 勝郎 東 京プロ ック常任幹 事 佐久間 久

神静プロ ック常任幹 事 長沢 法行 東海北陸プロック常任幹事 清水 勇己

近畿プロ ック常任幹 事 高瀬 昌幸 中国プロ ック常任幹 事 山野 博司

四国プロ ック常任幹 事 小出 良明 九州プロ ック常任幹 事 芳賀 宣門

■北海道プロック

北海道組合幹事 今野 義正

■東北プロック

青森県組合幹事 平井 清治 岩手県組合幹事 古澤 淳

秋田県組合幹事 佐藤芳太郎 山形県組合幹事 小野證次郎

宮城県組合幹事 桜井 俊一 福島県組合幹事 佐久間勝也

■関東甲信越プロック

茨城県組合幹事 大石 敏行 栃木県組合幹事 後藤 忠夫

群馬県組合幹事 加藤 力男 埼玉県組合幹事 渡辺 勝郎

千葉県組合幹事 山崎 篤 新潟県組合幹事 石黒 貞夫

長野県組合幹事 小池 正孝 山梨県組合幹事 古郡 心力

■東京プロック

東京都組合幹事 佐久間 久

■神静プロック

神奈川県組合幹事 青木喜代司 静岡県組合幹事 長沢 法行

■東海北陸プロック

愛知県組合幹事 古谷 三重県組合幹事 中森 久夫

岐阜県組合幹事 山内喜三男 富山県組合幹事 大野 猪策

石川県組合幹事 神戸 宏和 福井県組合幹事 清水 勇己＾ 
■近畿プロック

滋賀県組合幹事 片岡 昭芳 京都府組合幹事 能勢 博

奈良県組合幹事 大森 武司 和歌山県組合幹事 高瀬 昌幸
大阪府組合幹事 出口 光男 兵庫県組合幹事 西山 静夫

■ 中国プロック

岡山 県組合幹事 木村 靖 鳥取県組合幹事 馬場 茂

島根県組合幹事 嶋崎 忠夫 広島県組合幹事 草野 泰則
山口県組合幹事 山野 博司

■四国プロック
香川県組合幹事 前川 竹一 愛媛県組合幹事 宮本 周矩
徳島県組合幹事 小出 良明 高知県組合幹事 木村 浩二

■ 九州プロック

福岡 県組合幹事 芳賀 宣門 佐賀県組合幹事 指山 多利
長崎 県組合幹事 安永 胤利 熊本県組合幹事 瀬崎 憲光
大分県組合幹事 下村 栄次 宮崎県組合幹事 南谷 静馬＾ ！ 
鹿児島県組合幹事 西村 勤 沖縄県組合幹事 城間 政信
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Technical; Repom•最近の事故事例に見るカウンターでの事故防止対策

実践カウンタ ーサー ビス

最近の事故事例に見るカウンターでの事故防止対策
THE COUNTER SERVICE 

顧客がクリ ーニングに持ち込む衣服にはさまざまな変化が生じていることが多く、
クレ ームが生じて研究所へ送られてくる事故鑑定依頼書には 「受付時の確認が不十分
であった。」「最初からこうなっていたのかもしれない？」などの記入もしばしば見受
けられます。

カウンタ ーで顧客と相互に確認しながらの点検が十分になされ、その点検事項が正
確に伝わるシステムが整備されていれば、事故がたとえ起きたとしても、どの工程で
生じたのか明確にすることができ、その原因についても特定することが容易になりま
す。さらにその対応策を購じることで、事故の再発を防止することができ、クリ ーニ

ングの品質向上へとつなげることができます。
本号では、基本に戻って、システムの再検討、マニュ アル作り、その実践に役立つ ―‘ 

よう、いくつかの着目点を、実際に研究所に送られてきた事故品などを参考に解説し
ますので、是非参考になさって、明日の仕事にお役立て下さい。

I. 受付から納品までの一般的な工程

クリ ーニングの受付から納品までの流れを下図に示す。カウンタ ーで確認した索材
に関する注意、顧客の要望などが最終工程まで流れなければならない。それらの点検
事項が正確に伝わるシステムの確立、個人差のないマニュ アル作りが必要である。

澤付から納品までの一般的工程|

カウンター 受付・点検 （索材、 シミ、 キズなどの点検、 組成表示•取扱い絵表示

↓ の確認、 クリ ー ニング方法の判別）

マ ー キング・タッグ付け

↓ 

大分類

↓ 

ポケット掃除

↓ 

細分類

↓ 

（ランドリ ー、 ドライ、 ウェットなどクリ ーニング方法

で大別）

（クリ ー ニングできない付属品の取り外し、 破損部や

ほつれの応急修理など）

（索材にあわせ、 機械、 手洗い、 溶剤、 色、 処理時間、

乾燥方法、 汚れの程度別に分類）

クリ ー ニング

↓ 

シミ抜き

↓ 

仕 上 （索材に適切な仕上げ）

↓ 

最終点検 （クリ ー ニングの仕上がりのチェック、

↓ 顧客の要望の確認など）

包 装

↓ 

納 品

＾ 

＾ 

＾ 
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最近の事故事例に見るカウンタ ー での事故防止対策•Techn ical Report 

II. カウンタ ー での受付・点検の実際

品物を顧客と相互に確認しながら点検することが大切である。

1. 品物の状況を点検する。
・ 索材、 組成表示•取扱い絵表示など （事例①ー 1' ①ー 2) 、

・ ポケットの中 、

．汚れ 、 シミ 、 脱色、 変退色（事例②ー 1 、 ②- 2) 、

・ カビ 、 破れ、 キズ、 スレ、 コゲ、 変形 、 縮み 、 ほつれ、 虫食い、 毛羽立ち（事例③）

・毛倒れ、 ポタン ・ 飾り・ ファスナ ー の状況（事例④ー 1' ④ー 2) 、

・ 加工 、 疲労度 、 プレスの状況など。

〈表示の確認ガ事故を防止できだ可能性のある事例〉

事例①ーl

＊表示などを隅々まで点検する必要がある。

右図は大人用のパンツが子供用のように収縮し►

たイタリア製のストレッチパンツの表示。 スト

レッチ索材の緩和収縮と考えられるが、 日本の

表示を見落としたことでメ ー カー 責任を全而的

に1廿lえなかった事例。
1
 

.
.

 
A.,
1
J1̀
.,
4
1
1
→

 

心
加

～．

囀

．．�

，
．．
 
訟i

•9
 

'
し・

TE
T
暉

®

”

＂．
い

ー
。
霊
言
贔
＇L

9

『

叩
『

言

ー
叫
450

ぶ
]

M

、

5

事例①ー2, ③
＊様々な索材が出回っているので、

索材の確認は必ず行い、 索材に適し

た取り扱いを行う。

◄組成表示：レー ヨン 、 毛、 絹

取扱い絵表示：

曰�£3®
パークによる通常の処理工程で絹繊維

がフィプリル化し、 毛羽立ちが生じたイタリア製高級プランド紳士ス ー ツ。 点検時に

その兆候が見出せた可能性もある。 また、 絹繊維を考胞した取り扱い表示と取扱いが

望まれる事例。
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Techn ical Report•最近の事故事例に見るカウンタ ー での事故防止対策

〈思い込みによるワレーム事例〉
事例②ー1

＊顧客は分かっているだろうと思い込む

と思いがけないクレー ムになる。 確認

を取り必ず記録する。

▲紫外線により退色した綿索材のジャンパー。

カウンターでの受付の時点ですでに退色が生

じていたが、 顧客は退色を知っていると思い
込み 、 確認を取らなかったため 、 処理後にク
レー ムとなったもの。

▲肩付近の退色が著しく、

肩章で隠れていた部分が元の色

〈カウンターですでに変退色の兆候ガ生じていだ可能性のある事例〉
事例②ー2

＊入念な点検が必要。

クリーニング業者の

費任を回避するには

退色防止用の照明に

する、 クリー ニング

店に長く保管しない

など万全を期したい。

▲保管中ハンガーに掛けていたと思われる着物（紫外線に

より眉から袖へ放射状に変退色している。）

5
 



最近の事故事例に見るカウンタ ー での事故防止対策 •Techn ical Report 

〈点検時に付属品に注意を払わなければならない事例〉

事例④一l
＊ファッション性を高める

ため付屈品も多様化して
いる。 十分な配胞が必要。

▲ポタンの周囲が点々と脱色したような状態になっ
た新合繊（ポリエステル）の綿入れのハ ー フコ ー

ト。
柔らかい生地に対して金属製の重いポタンが用

いられていたため 、 クリーニングの機械作用によ
りポタンの周囲が脱色したようになったもの。 ポ

タンを布で包むなど の処置をしていれば防止する
ことができた可能性がある。

＇

ー

事例④ー2
＊一般に皮革ボタンは染色が弱

いので、 あらかじめドライク
リ ー ニング処理に対する染色
堅牢度をチェックし、 色落ち
する可能性があれば取り外し
て処理することが望ましい。
その場合は取り外しをお客様
にお願いすることが望ましい。

▲ドライクリーニング（パーク）処理で塗装が
はげ落ちた皮革ポタン

6
 



Techn ical Report•最近の事故事例に見るカウンタ ー での事故防止対策

2. 附属品の数などを点検する。
フード、 カフス、 衿、 リ ポンタイ、 ベル ト、 テザインポタン、

エンプレムなど 取
り外し可能な付屈品の数、 クリ ー ニング依頼の有無、 受付II寺での返却などを明確に
記録しておく。

3. より注意を払うべき衣服を点検する。
・毛皮製品 、 皮革製品 、 、 嵩級プランド品 、

・絹和服、 高級綿製品 、 高級獣毛製品（事例⑤）
・薄起毛製品（絹 、 テンセルなど ） （事例⑧）
•特殊プリ ン ト製品、 合成皮革製，！品 、 コ ーティング製品 、

人工皮革製品 、 フロック製品（事例⑥）
・パイル製品、 モ ール製品 、 特殊加工索材製品 、

・ ラメ糸製品（事例⑦）
•特殊なポタン、 スパングル（スパンコ ール） 、 ビ ー ズ等の付屈品の付いた製品 、

•新索材の製品、 ス トレ ッチ製品 、

• i4り：外製品など

■変化しやすい製品は受付での事前の啓蒙活動を。

〈起毛製品は風合い変化を生じゃすい〉

事例⑤
＊起毛製品は着用 、 クリ ー ニング中の機械

作用など により風合い変化が生じやすい。
顧客には日常の手入れをすること、 変化
しやすいことを伝え、 クリ ー ニングは水
分に注意し、 短時間処理する。 仕上げは
軽くスチー ミングし、 プラシをかけて毛
並みを整えること。

◄高級獣毛アルパカのコ ー ト。 クリ ー ニング
で全体の風合いが変化したとのクレーム。

7
 



最近の事故事例に見るカウンタ ー での事故防止対策 •Techn ical Report 

〈経時劣化しやすい製吊〉
コ ーティング製品および接将製品の合成

樹脂の経II寺劣化について、 日 本繊維製品ク
リ ー ニング連絡会議作成の責任所在判断目
安によると、 耐用年数は2 ~ 3年とされて
いる。 これらの製品には、 特殊プリ ン ト製
品 、 合成皮革製品 、 コ ーティング製品 、 人
工皮革製品 、 フロック加工製品などが含ま
れる。

事例⑥
＊コ ーティング製品および接着製品は着用

中の汗や紫外線（直射H光、 敬光灯など ）
などの影響によ り接着剤が経時劣化し、

クリ ー ニング処理中の物理的作用などで
糸lj離 ・ 脱落が生じることがある。 顧客へ
は、 耐用年数は2 ~ 3年であること、 年
数が経っている製品であれば、 剥離、 脱
落する可能性があることを受付時に知ら
せる。 カウンターでは着用摩擦の生じ易 ▲ フロックプリ ン トの脱落したシャッ
い箇所などをチェックする。

〈ラメはアルミガ脱落しやすい〉
事例⑦
＊ラメは汗、 保管中の湿気などの影態を受けて、 アル ミが脱蕗し変色することがある。

▲ラメ糸使いのサマ ー セーター、 ラメ糸の金色がオレンジ色に変色した。

8
 



Techn ical Report•最近の事故事例に見るカウンタ ー での事故防止対策

〈薄起毛製品は毛羽の状態ガ変化しやすい〉

事例⑧
＊上下対の品物は必ず一緒にクリー ニングに

出すようにすること、 絹やテンセルなどの

薄起毛製品は毛羽の状態変化によっ色味に

変化が生 じやすいことを顧客に伝え、 カウ

ンターでは上下に色の差のないこと、 袖口 、

衿など、 着用摩擦を受けやすい部分などの
チェックを行う。

絹の薄起毛生地を使った高級プランドスー►

ツ上下を同浴で処理したが、 キュロットス

カートに著しい毛羽が生 じ白っぽく見えて

いる。

4 ． 顧客の要望を聞く。

洗い方の要望（ドライ 、 水洗いなど、 予測される変化などについては了解を得る。）

シミ などについての確認・ 要望事項など。 その他の要望、 注意事項（形見の品） な

ど。

〈顧客の了解を得だ処理ガ似＼要〉
事例⑨

＊ドライ表示の夏物衣料の点検は

入念に。 取り扱いにも十分注意

する。

夏物衣料などで水洗い不可の衣

ll|―iにウエットクリーニングを勧

めたいときには、 色の変化 、 風

合変化、 形態変化などが生 じる

可能性を伝え、 了解を得ること
が必要。

▲顧客の依頼を受けウエットクリー ニングし

たが色泣きした夏物のスーツ。 染色堅牢度

など、 確認の必要がある。
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5 . 相互 に点検 ・ 確認 し た 内容 を記録す る 。

◎伝達の シ ス テ ム 化

・ 点検時 に相互確認 し た 内容や、 顧客の要望な ど を 記録 し 、 ク リ ー ニ ン グ処理に反

映 さ せ る 。 情報は正確に記録 し 、 確実 に伝達 さ れ る よ う に シ ス テ ム 化す る こ と が重

要。

・ 記録用紙、 記録方法 （印刷 し た図柄への記入方法な ど ） 、 添付す る 位置 （ タ ッ グの

位置 な ど ） を 統一す る 。

6 . 最近の衣料品の特徴 を顧客 に知 ら せ る な ど、 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を は か る 。

最近の衣料品、 新索材の 開発、 フ ァ ッ シ ョ ン の 多様化、 変化に つ い て 、 販売店、

雑誌そ の他で情報収集 に つ と め、 顧客 に伝 え る こ と や、 取扱 い 、 着用 、 ク リ ー ニ ン

グで よ り 注意 を 払 う べ き 衣服 に つ い て の情報 を 折 り あ る 毎 に知 ら せ る こ と な ど 、 カ

ウ ン タ ー での啓蒙活動 に つ と め る こ と 。 そ れ ら の積み重ねが、 衣服ケ ア の ス ペ シ ャ

リ ス ト と し て の信頼 を深め る こ と に な る 。

III . ま と め

カ ウ ン タ ー サ ー ビ ス と は カ ウ ン タ ー での 点検だけ を指すの で は あ り ま せん。 受付 ．

点検か ら 始 ま っ て お 客様 に 品物 を お返 し す る ま での ト ー タ ル な シ ス テ ム が完備 し て い

る こ と 、 ま た衣服ケ ア に 関す る 情報発信の最先端であ る こ と を 意識す る こ と が大切 で

す。 カ ウ ン タ ー サ ー ピ ス が充実 し 、 シ ス テ ム と し て 整備 さ れて い れば、 こ こ に取 り 上

げた事故は起 こ ら な い 可能性 も あ る し 、 ま た起 き た し て も 、 「洗 っ たの だか ら ク リ ー ニ

ン グが悪い 。 」 と い う 典型 的 な ク レ ー ム と は な ら ず、 何に原 因 があ っ た の か を 顧客 に納

得 し て も ら え る よ う に な る で し ょ う 。 ま た、 そ の事故原 因 の特定が容易 に な り 、 再発

を 防 ぐ こ と がで き る 可能性 は大 い に 高 ま り ま す。 事故 を 100％ く い止め る こ と は不可能

ですが、 カ ウ ン タ ー サ ー ビ ス の充実 で減 ら す こ と は可能で は な い で し ょ う か。

1 . 品物の状況 を 点検す る 。

2 . 附属品の数な ど を 点検す る 。

3 . よ り 注意 を 払 う べ き 衣服 を 点検す る 。

4 . 顧客の要望 を 聞 く 。

5 . 相互に 点検 ・ 確認 し た 内容 を 記録す る 。

6 . 最近の衣料品の特徴 を 顧客 に お 知 ら せす る な ど 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を は か る 。

こ れ ら 一連の カ ウ ン タ ー サ ー ビ ス を 日 常業務 と し て 定着 さ せ る た め に は、 マニ ュ ア

ル に従 っ て 、 常 に手 を 抜かず に衣服 を 点検す る 、 顧客 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ と め

る な ど 、 H 々 の ト レ ー ニ ン グ以外に方法 は あ り ま せん。

1 0  



Techn ical Report • シ ミ 抜 き の実践応用技術⑳

【 シミ抜きの実践応用技術⑳】

i—メン汁のシミ友き方法

§ 1 . ラーメン

中国四干余年の悠久の歴史は、 その ま ま 「食」 の歴史とも言えま可。 世界の黎
明期にいち早く煮る料理が生まれだ昔の中国で 「ラーメン」 が誕生 しだことまで
は確で可。 しかし、 現在の中国には日本でいう 「ラーメン」 に相当するものやそ
の言葉すら見当 り ません。 唐時代以前から中国には小麦粉を肉汁の冷えだもので
よ く こね細く指でもみ延ばしながら湯に入れて煮る湯餅と称する合の瓢こ似だ粉

タ ン ミ ェ ン

食ガあ り ま しだ。 これガ現在中国の蕩顛のルーツです。 その長さと命の長さをか
けて、 子供ガ生まれだ時にその長寿を祈つて食しだ習慣ガ、 今でも中国各地に残
されています。 これらの顛は後世になって薄く延ばしだものを端から包丁などで

チ ェ ミ ェ ン

細く切って作る切顛へと発達 してゆきますガ、 もとは筵を手で引き延ばす 「拉」
ラ ミ ェ ン

という動作によって作られる担緬すなわち 「ラーメン」 であつだのです。
日本では明治の末期から支那そばという名が吏われるようになり 、 横浜には中

国人経営のそば屋ガでき大いにはやつだようです。 けれど、 この時代はまだ麺と
豚骨から採つだ醤泊昧のスープだけで、 東京ラーメンのオリジナルスタイルその
ものでしだ。 支那そばもラーメンという名ガ全国的に定着する頃には、 麺もスー

プも具もなにもガも完全に日本風に姿を変えていきま しだ。 関東大震災後、 昭和
の初期の頃です。 今日のように多種多彩な日本風ラーメンに変貌してきだすっと
以前の話です。

この美昧 しく大衆的な食物 ・ ラーメンで可ガ、 大切な洋阪に汁を付けて しまっ
だので、 どう してシミを取っだらよいでしよう力や … … という話をよく耳にしま
可。 「ラーメン」／ 日本ラーメン研究会編よ り

［ラーメンの汁はとのような成分？】
シミ抜きの対象はラーメンの

スープですガ、 一般的には鶏ガ
ら、 豚骨、 野菜、 コンブ、 カッ
オブシなどを入れて長時間かけ
て煮込んであり ます。 シミとい
う観点から見ると、 これらの成
分は主と して、 動物性脂肪、 楢
物性油、 タ ンパワ質、 などです。
特に熱い汁ガシミ付き、 時間ガ
経過するにつれ、 取れるシミも
取りにくくなり ます。

1 1  



【シミ抜きに使用する薬品と器具と道具】

・ ドライ溶剤、 モノワロ
ロベンゼン、 タ ンパワ
分解酵素、中性洗剤（非
イオン系）、 過炭酸ナ
トリウム、 過酸化水素
3 ％液（オキシ ドール）

・ ヘラ 、 ブラシ、 超音波
洗浄蕗

【シミ抜きのポイン ト 】

• この商品はウール 100 ％のセータ
ーです。 あ客様からあ預ガり しだ
時にラーメンのシミと聞いていま
す。 （付いてから10日位だつそう
です。）

・ ウール 100 ％のセータ ーですので、
先すは一応ドライワ リーニングを
行ないます。

・ ラーメンのスープには動物性泊脂
と植物性油ガ入っていると考えら
れま可。 シミ抜きの基本である油
性処理から行い、 続いて水性処理、
更にシミが残る場合、 タ ンパワ分
解酵素、 更にシミガ残る場合は漂
白処理の順で行います。

［シミ抜き処理】

①油性処理に当つて、 モノワ ロロベンゼ
ン ： ドライ洗剤＝ 6 : 4 のシミ抜き剤
を作り ます。

®シミを中心と しだ周辺に ドライ溶剤 を
スプレー します。

1 2  
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®①で作つだ泊性シミ抜き処理剤をシミの
箇所に付け、 浸透 しだころを見計らって
ヘラまだは超音波シミ抜き蕗を使用 して
処理します。 （ヘラの使用に際してはヘラ
を往復させない、 強く力を入れない、 ま
だ、 続けてシミ抜き剤ガ此9要な場合は乾
かない内に追加するなどガポイントにな
り ます。）

④シミガ取れにくい場合には、 この操作を
2 ~ 3 回繰り返して行います。 （まだは、
人差指と親指で生地をはさみ、 軽く揉む
操作をすることもあり ます。）

◎泊性処理ガ終つだら、 ドライ溶剤ですす
ぎ出 し乾燥させます。

• 

◎次は水溶性の処理に入り ます。 最初に精製
水をシミの周辺にスプレー します。 シミの
部分に中性ア）レコール洗剤を付けて、 ブラ
シまだは超音波洗浄裾を用いて緩やかにカ
を加え 1 ~ 2 回 く り 返 します。

⑦シミガ残る場合はタ ンパワ分解酵素を使用
します。

◎まだ、 シミが残っている場合、 綿、 ポリエ
ステル系の白地であれば、 過炭酸ナ トリウ
ムを使用 して漂白 しま可。
本吊はウール地100％のセータ ーで可ので、
過酸化水素 3 ％水溶液 （オキシドール） を
使用 して漂白 します。

◎漂白剤を使用 しだ場合、 中和を行って下さ
い。

⑩中和の後は精製水でよく可可いで下さい。

• 

．

 

＊ あ客様ガ持ち込む以前に、 あらかじめ水
又はシミ抜き剤等でシミをいじっていな
いことを前提と している。

＊ 生地のスレや輌ジミなどの変化を含めて、
繊維や染色に対する安全性を十分に確認
する。

協力 ： 全日本みけし洗い研精会
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News•会 員 の 皆 様 へ

］口： 噂 三□ ：三二 疇：← ／下 三 r-1
=

- | 
次の方々が新たに技術部会に入会 されました。

氏 名 店 名 〒 県 名 住 所 電話番号

〔正 会 員〕

今 井 康 夫 白 羊 舎 ク リ ー ニ ン グ 035-0054 青 森 むつ市海老川町2-8 0175(22) 2625 

崎 本 高 司 衣 料 の 美 容 室 652-0807 兵 廊 神戸 市兵廊区浜崎通1-35 078(671) 2292 

田 中 雅 仁 田 中 ラ ン ド リ 671~ l l l4 ” 姫路市広畑区本IIIJ5-625 0792 (36) 1494 

宮 本 錦 一 ク リ ー ニ ン グ 宮 本 671-1131 ” 姫路市大津区天神町2-158 0792(36) 2438 

三 宅 哲 夫 侑） パ ー ル ド ラ イ 850-0822 長 崎 長崎市愛宕3-1 9-6 095(826) 2131 

門 脇 与 昭 s p ク リ ー ニ ン グ 059-0012 北海道 登別市中央町"3-17-3 0143(85)4435 

内 田 吉 計 侑） 美 幸 ク リ ー ニ ン グ 051-0022 ＂ 室蘭市海岸町·3-1 1 - 8 0143 (22)6084 

福 地 大 祐 福 地 ク リ ー ニ ン グ 050-0065 ” 室蘭市本輪西町3-30-2 0143 (55) 7356 

佐 藤 勝 新 之 丞 ク リ ー ニ ン グ 工 場 015-0041 秋 田 本荘市薬師堂字谷地310-2 0184(22) 5539 

佐 藤 鉄 弥 ハ ト ヤ ク リ ー ニ ン グ 店 425-0086 静 岡 焼津市小土672-1 054(628)0749 

岩 本 新 一 侑）白栄舎ク リ ー ニ ン グ工場 410-0048 ” 沼津市新宿町4-2 0559 (21) 2918 

今 野 雅 信 今 野 ク リ ー ニ ン グ 999-4l l l  山 形 北村lll備1大石III屑［大字大石n: l甲136 0237(35)3159 

齋 藤 郁 夫 ア イ ピ ー ク リ ー ニ ン グ 999-8235 ” 飽海郡八幡町観音寺字町後74 0234 (61) 1234 

加 藤 義 三 か ど や ク リ ー ニ ン グ 店 606-8203 京 都 京都市左京区Ii: l l | 1 |及l田町39-10 075(761) 3908 

池 田 義 炭 侑） ト ッ プ ド ラ イ 712-8044 岡 山 倉敷市東塚6-1-3 086(456) 5057 

岩 沢 圭 岩 沢 ラ ン ド リ ー 248-0033 神奈川 鎌介市腰越1602 0467 (32) 2534 

〔購読会員〕

滝 昌 士 個エヌ ・ テ．ィ ・ エム ・ ジャパン 661-0964 兵 庫 尼崎市神崎町38-16 06(497) 2311 

中 山 峰 子 侑） セ ホ 238-0026 神奈川 横須賀市小矢部2-304 0468(52) 8939 

三ニニ／ i ，こローーロ ！三 1：］ ー □ | 

ク リ ー ニング技術部会で は 常任理 事 の
方々を中 心に、 各都 道府県組合の技術部会
幹 事 と連携した各プ ロ ック単位で技術交流
会 を開催するなど 、 地域における技術部会
活動の活性化とあわせて、 会 員 数3 , 000名 を

目 標に組織の拡充、 強化を図 ってお ります。
組織拡充、 強化のために会 員の皆様に も

新会 員の募集に是非 ご協力 いただくようお
願いいた し ます。 入会 の 申 込みは所属の環
同組合経由で随時受け付けてお ります。
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技術部会の加入申込み 、 技術情報 に 関 す る

問い合わせな ど事務の一切 は ク リ ー ニ ン グ

綜合研究所で受付けて お り ま す。
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